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夜叉神峠からみた北岳(右)と間の岳(左)山の稜線の下に

カｰノレ(氷河遺蹟)状地形がみえる(青山光治氏撮影)

H･南御室から青木鉱泉をへて山を下る

南御室を出て急な坂を一登りすれば樹林は終わり

視界は開けて標高2500mを越える“雲表の旅"が続

くことになる.鳳鳳型花嵩岩の風化した砂かザクザ

クと足元に快よい.野呂川の深い谷間を越えて北岳

が高く望まれる.北岳の右の肩あたりから谷に向か

ってまっすぐひとはけ書いたよう租ひときわ萌黄色な

のは草すべりと呼ばれるところで冬は雪崩カミ荒れ狂

う場所である.双眼鏡でのぞくとその下の端に小

さな池が見える.白根御池と呼ばれている.

北岳の頂上へ向かって野呂川から大樺沢という一条

の支流カ三食い込んでいる.その源流地帯が名高い北

岳のバットレスで南アルプス随二の岩場として多く

のロッククライマｰをひきよせてv･る.大樺沢の中ほ

どには夏おそくまで雪渓が残っていてそのほとりには

岩場を目指す人たちのオレンジ色のテ1/トがはためいて

いる.バットレスの岩場の岩石を直接調べる機会には

恵まれていないが大樺沢と野呂川の合流点付近を北北

東一南南酉に通る断層を境にしてそれから西は地質学

上白根帯と呼ばれおもに白いチャｰト緑色の塩基性

凝灰岩(輝緑凝灰岩)同熔岩黒色の千枚岩を主とし

フォッサマグナの西の縁

～鳳恐山塊(南アルプス北部)の旅～

河内洋佑

白色の石灰岩をわずかにはさむ地層が分布していること

カミ畑られている.これはこの断層の東側ではほと

んど黒色千枚岩しか分布していないことに比べて非常

に著しい違いである.チャｰトや輝緑凝灰岩はたいて

い非常に堅いが北岳があのように鋭角のピラミッド型

にそびえ立ちまたけわしい岩場をいだいているのは

多分その岩石の性質に由来しているためと考えられる.

それに比べると鳳嵐山の尾根は丸みを帯びており堅

そう狂岩が白砂の間から突出しているときでもさわっ

てみると皆ボロボロと崩れ落ちて行く.そのために鳳

鳳型花闇岩の標本を採集することはなか柱かむずかしい.

鳳嵐山をめぐる渓谷の遡行も例外桂く最後はこのボ

ロボロした岩に1悩まされるのである.

薬師岳観音岳と雲表の旅は続く.チシマギキョウ

に似た紫色の小がらなホウオウシャジンが岩かげのあち

こちに咲いている.観音岳の頂上あたりに立って地

蔵岳から高嶺の方を望むと花筒岩の中にたてにあ

るいは横に平行した割れ目が発達しているのがよくわ

かる.これは節理と呼ばれるもので一般に花陶砦マ

グマの冷却するときの温度勾配があるいは花筒岩タク

マの運動の方向に関連した方位をもっている.鳳嵐山

の場合節理の方向が何を示すものであるか研究はま､

だそこまでは及んでい狂い.

地蔵岳からアカヌケ沢の頭を越して左へ一段低い鞍

部をへだてて高いのが高嶺である.この鞍部へのぼっ

甲斐駒ガ岳からみた鳳風山頂上に尖った岩塔のあるのが地蔵岳遠景の

富士山の左肩と重なるのが高嶺でここから右剰まホルンフェルス左手

は花闇岩からなる

甲斐駒ガ優からみた仙丈岳赤石層群(中生代)の砂岩･頁岩互層からな

る山頂の左側に小仙丈沢源頭のカｰル状地形が見える(左右2葉は渡瀬

元子氏撮影)�
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でいる沢がアカヌケ沢でちょうどこの沢カミ花開岩と

ホルンフェノレスの境に狙っている.ホルンフェノレスが

赤茶けた色をしていることカミ赤ヌヶ沢の名の由来だと

思われる.地蔵岳は大目岩とか地蔵仏とか呼ばれ

る花商岩の岩塔があるのでひときわ目立つ存在である.

この岩塔は山麓をはしる中央線の列車の中からでもよ

く見える.この岩は古くから安産のための信仰の対

象だった由である.しかしわたしたちにとっては

この岩塔の初登螢者がかの日本アノレプス名付けの親.

ウォルタｰ･ウェストンであることの方が興味深い.

彼は登撃に際して投縄によって頂上の割れ目にザィ

ノレをひっかけそれを頼りに登ったと｢極東の遊歩場

1918｣に書いている.頂上では｢私は霧を見たしかし

景色は見えなかった.Iviewedthemist,butmissed

theview一｣ということばを残している.

地蔵仏の岩塔はなぜそそり立っているのだろうか

それにはもっと地蔵仏に近づいて見る必要がある.地

蔵仏のすぐわきにある寮の河原というところの近くか

らずっと地蔵仏の岩塔の中腹あたりへかけて厚いア

プライトの層状岩体が斜めに走っているのカミわかる.

これは鳳嵐山塊ではもっとも厚いアプライトに属する

がこれカミ岩塔を作ることに何かの役割りを果たしている

ことはじゅうぶん考えられることである.アプライト

は花開岩に比べて細粒で物理的風化に対してはるか

に強v'.高山の寒暖の差の大きい気象の下では構

成鉱物粒の大きな花開岩は違った鉱物同士の聞での

また同じ鉱物でもその方位による熱膨脹率の違いのため

に年中複雑なひずみのカをうけて次第にグズグズにゆ

るんでくる.アプライトのように粒カミ小さけれぱそ

のゆるみ方はより小さいわけである.ただ地蔵仏

観音揺から地蔵岳(岩塔のあるピｰク)その左はアカ7ケ沢の頭その

左の低い鞍部にホルンフコ｡ルスと花開岩の境がある遠景は甲斐駒ガ岳

(浅里万里氏撮影)

の場合アプライト自身が岩塔を作っているのではなく

塔の頂上をはじめ大部分は花開岩自体からできている

ことは注意しなければならない.この岩塔のでき方を

理解するにはただ現在の形によって論ずるだけでなく

過去の削り去られたアプライトの形などをも考慮し祖け

れぱならないわけである.

地蔵岳から高嶺の鞍部にあるホルンフェノレスとの境

まではほんの一投足であるので余裕があればちょ

っと足を延ばしてみるのも面白v'.ここでは甲斐駒型

花闇岩は非常に薄くほとんど狂いといってもよいぐら

いである.鳳恩型花闇岩カミいきなりホルンフェルスと

鳳鳳～甲斐駒花鵠岩中の節理(尾白川)

鳳恩～甲斐駒花陶岩中の節理�
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I:破砕された鳳鳳花開堵

1I:花闇岩源のミ回ナイト

皿:グラノファイア

第1図ドンドコ沢の地質図W:グラノファイアと桃の木屑白色砂岩の複合体

V:グラノファイアどびん岩の複合体

接している.そしてホノレンフェノレスの中に幅10cm

ぐらいの甲斐駒型花闇岩の脈が何本か貫いているのカミ

みられる.この脈のあるものにはかなり白っぽくてど侵食に対して特に目立った抵抗を示すものとは考えに

中に真黒柱電気石や紅色のざくろ石狂とが含まれていくい.注意しなければ荏らないのは五色白糸の滝

ることカ主ある.から南精進の滝へと次第に山を下っていくにしたカミっ

地蔵仏のわきを通り花嵩岩の砂の急斜面を砂をけて花開岩の中にある方向性がみられるように溶ること

たててかけ下ると間もなく鳳恩小屋の前へでる.こである.黒い鉱物が何とは存しに並んでぼんやりし

こで燕頭山への道と別れてドンドコ沢へ下ることになた縞目模様(片麻状構造)カミ見られるようになる.そ

る.ドンドコ沢の道はまっしぐらに下へ下へと下つの方向は大体南北で西に急傾斜している.精進の滝

でおりひざカミすっかり笑い出してしまうカミ五色の滝では昭和36年の洪水のため昔と全く様子が変わってし

白糸の滝などの美しい滝が時おり木の間に現われて汗まったので岩石がよく現われて観察には非常によい状

をぬぐう間の目を楽しませてくれる.態になった.

これらの滝がな唖そこにあるのかということはよくわ

からないと答免るしかないが滝のあ花りにはふしぎ精進の滝から30分ほどで道はドンドコ沢の本流へ出

にアプライト淋多いようである｡もりともアプライトる.ここからはもう青木鉱泉も間近い.ドンドコ沢

はいずれもごくうすいものであるから滝を作りうるほの真白な川床へ下る最後のところに古い木のノ･シゴが

泳ルンジ燃ル派蓋

付繍

氾汝滋�
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立てかけられてある.本流へ出たところで一休みじょ

う.そして付近の岩石をよく観察してみよう.実は

こここそは南アノレプス北部の地質見学上もっとも重要

な地点たのである.

ハシゴの地点から100mたらず上流でドンドコ沢本

流に左岸から一つの支流が合流している.本流には小

さ荏滝(乙女滝)がかかっている.この滝の下に鳳

風花闇岩カミ著しい圧砕岩となってフォッサ･マグナ

側へ衝上している露頭があるのである.

右岸の岩壁を滝の下から下流に向かって注意して調べ

てみよう.精進の滝のあたりで見た片麻状の構造は

ここではいっそう顕著である.突然のようにそれが

ジグザグした不明瞭な境で緑色の縞模様をした陶器か

ガラス様の岩石に変っている.これは花開岩とは似

ても似つかないが詳しく調べれば正しく花筒岩が極度

な圧砕をうけた結果生じた圧砕岩(ミロナイト)であるこ

とがわかる.ミロナイトは大体幅5mほどつづきつ

づいて珪質の白色～淡緑色の細粒の岩石に移りかわる.

これは夜叉神トンネルの西口で見た石英斑岩～グラノフ

ァイアと同じ｡ものである.ここではグラノファイアの

組織カミ著しいのでグラノファイアと呼ぶことにする.

グラノファイアとミロナイトの境はグラノファイアもか

なり圧砕をうけているため肉眼ではわから荏い.こ

の露出では花闇岩が圧砕されている様子を観察するに止

めて先刻のハシゴの下にもどってみよう.

ノ･シゴのあたりは大体全部グラノファイアである.

このあたりになるともうほとんど圧砕はされていたい

で1mm前後の四角くて無色柱斜長石の結晶がそれ

よりも細粒な地の申にキラキラ散在しているのカミよくわ

かる.真白なグラノファイアの一部にはボンヤリと赤

茶けた色をした部分が大小さまざまな規模でできてい

る由襲た赤茶けた泥質の岩石が細長くはさ漢りている

と1ころもある｡これらはグラノファイアとその閥には

き盛りた桃の木屑の泥岩が花商岩の擦触変成作用をう

けて黒雲母を生じている危めに赤茶けて屍克るのである｡

顕微鏡で調べてみるとこのほかグヲノファイアには白

雲母が生じており蜜た泥斜こは白雲母と藍青有ができ

ていることがわかる｡

この接触変成作用をおよぽした花筒砦は鳳鳳花陶岩だ

ろうか｡現在王00鰍とはなれない&ころ紀鳳鳳花筒岩

が見えているのでこれはいかはもありそう扱ごとであ

る｡淀が残念ながらそうでは狂い畠なぜそうでない

かをここで推理してみよう｡

前にも述べたように鳳鳳花商岩は礫になって桃の

木屑の中に転がり込んでいるところカミ夜叉神峠や大

ナジカ峠その他で発見されている.だから鳳鳳花開岩

は桃の木屑カミ海底へたまりつつあったときもう地表に

頭を出して風雨にさらされてv'た.すなわち鳳鳳花

開岩は桃の木屑よりも古いわけでまだできてもいない

新しい岩石に接触変成作用を及ぼすことはありえない.

その桃の木屑の中ヘグラノファイアやすぐあとに述べ

るひん岩が岩脈として貫入してきた.一方焼地蔵花

陶岩は鳳鳳花筒岩を貫いているから鳳鳳花開岩よりも

新しい.そしてまた接触変成作用を与えうるものとし

てこの付近で唯一の花筒岩である.

したがってここで次のよう在歴史を組み立てること

ができる.古い方から順に

鳳鳳花開岩の遊入→桃の木屑の堆積→グラノファイア

やひん岩の貫入→焼地蔵花開岩の迷入

いいもらしたが鳳風花開岩の迷入はおおよそ中生層

乙女滝右捧岩壁写真の右半分は圧砕の著しい花

陶砦左半分はガラス状光沢を示す花開岩のミ回

ナイトその境はかなリ急激に変わっていて一見班

大関係に見えるところもある

桃ノ本入泥捲中に猪床として貫入しているグラノファイア(ハンマｰのおいてある部

分)泥堵もグラノファイアもホルンフェルスになっている�
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糸魚川一静岡線に伴う花禺岩の崩壊(丸沢支流にて)糸創11一静岡線は

木の生えているところの下を左右に通っている

を千枚岩化した運動と重なりあっており花闇岩の迷入

にひきつづいて南アルプスカミ激しい隆起をはじめその

東側に桃の木屑カミどんどんたまって行った頃現在の糸

魚川一静岡構造線の前身ができ上ったと考えられる.

焼地蔵花開岩はその古傷に沿って南北に細長く迷入して

きたものである.

こうしてグラノファイアや泥岩(桃の木屑)に接触

変成作用を及ぼした犯人は焼地蔵花闇岩であることカミ推

理されたわけである.焼地蔵花崩岩は現在ドンドコ折

本流ではみられないがここから北東方に当る青木鉱泉

裏の沢の奥に小さな露出カミあることからみるとかつ

ては大ナジカ峠の南からはじまってドンドコ沢を横切

りずっと北の方まで続いていたのであろう.今では

衝上断層に沿って西側の花商岩を主とする地塊カミ東

側の桃の木屑の上にずっとずり上ってしまったために失

衣われてしまっているのでここでは偶然屍え恕いだけ

だというの淋わたしたちの解釈である｡

さてハシゴの下で時間をとられすぎたよう怒田こ

こで道は対岸へ渡りどんどん青木鉱泉へ向って川紀沿

い下って行く.下りながらハシゴの方をふりか走る

とグラノファイアの白い崖の下流は今度は緑色と白

色の数mづっのたて縞の淋けがつづいているのか兇られ

る･この緑色のはひん岩でやはりこれも接触変成作

用をうけている､白いのはグラノファイアであるヰ

道は再び左岸へ戻りしばらくで左津から小さな沢が

合流しているところへ出る｡この沢を横切る遣踏のす

ぐ左手に高い砂防えん堤がある場所である抽ここはか

っては青木鉱泉の泉源だったところで今でも赤褐色の

沈澱物を含む水力茎かすかに湧いていてあたりカミ染ま

っているのが見られる.この沢の上部は地図上に崩

壊記号のある燕頭山の頂上付近からナギ落ちている大崩

壊でありさらにいくつかの砂防えん堤が上流に築かれ

ている｡二の崩壊の中腹を先ほどドンドコ沢へ下り

たところで見た糸魚川一静岡構造線カミ通っているため

岩石梯極度に破砕されてこのよう在大崩壊が生じてい

糸魚川一静岡構造線に関係した破砕作用の影響が大きい

護と考えられる.この大崩壊のあたりはちょうど石空

川の上流の日本ざる灘せい地にすむ一群の行動範囲に入

っているらしくさるの群を時折みかけることがある.

やカミてドンドコ沢の左岸に黒岩と呼ばれる大きなガ

ケカミ現われる.このガヶは桃の木屑の厚い砂岩と泥岩

のくりかえす互層からなりゆるやかに摺曲しているの

がみられる.まっくろな泥岩の中には灰色をした人

頭大の石灰質団塊が含まれている.黒岩のすぐ下流に

つづいて左岸に大きな崩壊地か現われる.細かく砕

けた片状の黒色千枚岩カミ崩れおちている.これは黒

岩と同じ桃の木屑の岩石であるがちょうどこの場所を

通る大きな断層カミあるために黒岩とは全く変わった見

かけを示すようになってしまったものである.注意深

く観察して行けぱこの崩壊の東の端でふつうの桃の

木屑の砂泥互層へと漸移している様子を見ることカミでき

るであろう.

もうひなびた青木鉱泉の宿までは15分もかからない.

青木鉱泉で山の汗を流して帰るのもよいしここから

定期的にでるトラックに便乗して一気に人里へと駆け

下ってしまうこともできる.ふりかえれぱ長い夏の

目の終わりにふさわしい積乱雲カミ鳳鳳山のあたりをす

っがりかくしてし襲っているごとだろう.下山の途中

通称鍛の鼻と呼ばれる小武川の屈曲部付近で桃の木屑は

終わり櫛形山層の緑色岩紀突然移り変わるところがあ

るが車の上からではそれと示す間も匁く通りすぎて

し蜜う､

この紹介は赤石山地の地質研究グルｰプことに信州

大学1五晒哲雄京都大学亀井節夫徳岡隆夫甲府東中

藤本丑雄照府南中桂田保の各氏と筆者による未発表の

共同研究の結果にもとづいて書いた,上記の各民に感

謝する帥蜜液写真については筆昔によるもの以外はそ

れぞれの場所に撮該者を示したが賢重な写真を提供さ

れた方埼に深く感謝する次錦である｡(cの項終洲)

(繋脅1ま純質部)�



一43一

萎

燕頭山の大崩壊(燕岩と呼ばれている)この崩壊の下から4

分の1ぐらいのところを左右に糸魚川一離岡線が通っている

桃ノ水層の砂泥互層(丸択支流)逆転している

桃ノ木鰯夢)摩い秒溌笈糧(羅錆付遊)

青木鉱泉付近から大ナジカ峠方箇を望む右手の{暇を糸魚川一静岡線が走っている

桃ノ木屑砂泥互層の禰曲(丸沢支流)

桃ノ木屑の千枚岩(石空川)�




